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縄
じょう

文
も ん

時代〜平
へ い

安
あ ん

時
じ

代
だ い

藤尾、長等、逢坂、中央、平野の各小学校通学
区域は、江戸時代の大津百町とその周辺の地域か
らなります。縄文時代の遺

い

跡
せき

は知られていません
が、中

なか

保
ほ

町遺跡からは弥生時代から奈良時代の土
器が見つかっています。また、古墳時代の前方後
円墳の兜

かぶと

稲
い

荷
なり

古
こ

墳
ふん

があります。御陵町にある亀
かめ

塚
づか

（亀
かめ

丘
おか

）古墳は、弘
こう

文
ぶん

天
てん

皇
のう

陵
りょう

とされています。
667年に中

な か の お お え の お う じ

大兄皇子は大津に都を移し（大
おお

津
つの

宮
みや

）、翌年に即位して天
てん

智
じ

天
てん

皇
のう

となりました。滋
賀学区の錦

にしこおり

織遺跡で、大津宮の建物跡が見つかっ
ています。平野学区の名前の由来となった平野
神社も、大津宮遷

せん

都
と

にあわせてまつられたとい
われます。また、同じ平野学区には天智天皇や、
その息子である大

おお

友
ともの

皇
おう

子
じ

（弘文天皇）をまつる、 

石
いわ

坐
い

神
じん

社
じゃ

や法
ほう

傳
でん

寺
じ

があります。
天智天皇の死後、壬

じん

申
しん

の乱に勝利して即位した
天
てん

武
む

天
てん

皇
のう

は、都を大津から飛
あ す か

鳥（奈良県明日香村）
に戻しました。そのため、大津宮の歴史は５年余
りで終わり、都のあった場所も荒れ果ててしまい
ました。飛鳥や奈良に都があった時代には、北国
や東国に向かう道は横木一丁目から園

おん

城
じょう

寺
じ

観
かん

音
のん

堂
どう

の南へ通じる小
こ

関
せき

越
ごえ

が利用されていました。藤尾
はこの道で、園城寺（三

み

井
い

寺
でら

）と深く結びついて
いました。

大津を復活させたのは、天智天皇のひ孫の
桓
かん

武
む

天
てん

皇
のう

でした。794（延
えん

暦
りゃく

13）年に平安京に遷都
し、この頃は「古

こづ（ふるつ）

津」（昔の港）と呼ばれていたこ
の地を改めて「大津」（大きな港）という呼び名にし
ました。琵琶湖を往来する船で運ばれてきた荷物
は平安京の東の玄関口となった大津に集められ、 

京へ運ばれていきました。11世紀の初めにまとめ
られた『新

しん

猿
さる

楽
がく

記
き

』には、大津に馬で荷物を運ぶ馬
ば

借
しゃく

や、荷車で荷物を運ぶ車
しゃ

借
しゃく

といった運送業者が
登場します。平安時代の終わりには、年貢の保管
や輸送にあたった問

とい

丸
まる

も活動していました。
大津と京都の間の難所が逢坂山です。平安時代

には逢
おうさかのせき

坂関が置かれ、関所には坂神がまつられま
した。やがて琵琶の名手として知られた蝉

せみ

丸
まる

の伝
説とも結びつき、関

せき

蝉
せみ

丸
まる

神
じん

社
じゃ

となりました。逢坂
関の近くには関

せき

寺
でら

が創
そう

建
けん

され、藤
ふじわらのみちなが

原道長も参
さん

詣
けい

し
ました。

平安時代からこの地域の歴史に深くかかわった
のが、園城寺（三井寺）です。智

ち

証
しょう

大
だい

師
し

円
えん

珍
ちん

によっ
て再

さい

興
こう

された園城寺は、多くの荘
しょう

園
えん

（貴族や寺社
の私有地）の寄付をうけました。

鎌
か ま

倉
く ら

時
じ

代
だ い

〜室
む ろ

町
ま ち

時
じ

代
だ い

平安時代の終わりから、大津は西
にし

浦
うら

と東
ひがし

浦
うら

と呼
ばれる地域に分かれていました。園城寺の門

もん

前
ぜん

に
ひろがる港町であった西浦（長等学区）の繁

はん

栄
えい

は、
1242（仁

にん

治
じ

３）年の火災で1,000軒余りが焼失した
と、京都の貴族が日記に書いているところからも
知られます。それに対し、東浦（中央学区、平野
学区）と呼ばれた地域は、延暦寺が支配するよう
になります。東浦では、延暦寺の守り神である日
吉社の神

じ に ん

人（下級の神
しん

職
しょく

）が、金
きん

融
ゆう

業
ぎょう

者
しゃ

として活
動していました。東浦の港からは、東国へ向かう
旅人を乗せた渡し船が出て、矢

や

橋
ばせ

や山田、志
し

那
な

（す
べて草津市）などに通っていました。

鎌倉幕府を倒した後
ご

醍
だい

醐
ご

天
てん

皇
のう

は、1334（建
けん

武
む

元）
年に建

けん

武
む

の新
しん

政
せい

をはじめます。しかし、政権内部
で足

あ し か が た か う じ

利尊氏と対立し、南北朝の乱がおこります。
延暦寺が南

なん

朝
ちょう

に味方したのに対し、源氏とのつな
がりが深かった園城寺は北

ほく

朝
ちょう

に味方し、戦乱にま
きこまれました。

浄
じょう

土
ど

真
しん

宗
しゅう

を発展させた蓮
れん

如
にょ

は、京都東山に
あった本

ほん

願
がん

寺
じ

を延暦寺によって壊されると、1469
（文

ぶん

明
めい

元）年に園城寺の保護により近
ちか

松
まつ

御
ご

坊
ぼう

（近松
別
べつ

院
いん

）を建立します。近松別院の近くには、犬
いぬ

塚
づか

の欅
けやき

や安
あん

養
よう

寺
じ

の身代わり名
みょう

号
ごう

石
いし

といった、蓮如の

困難を救った伝説が残されています。
1571（元

げん

亀
き

２）年にキリスト教の宣
せん

教
きょう

師
し

がポル
トガルに送った報告書には、大津のことを「三井
寺と称する町」「人口約二千」と記しています。大
津は三井寺（園城寺）の門

もん

前
ぜん

町
まち

というイメージが強
かったのでしょう。

安
あ

土
づ ち

桃
も も

山
や ま

時
じ

代
だ い

〜江
え

戸
ど

時
じ

代
だ い

羽
は

柴
しば

（豊
とよ

臣
とみ

）秀
ひで

吉
よし

は、1586（天
てん

正
しょう

14）年頃に坂本 
にあった城を大津に移しました（大津城）。大津
は逢坂越えで京都に通じ、その途中で、奈良街道

（伏
ふし

見
み

街道）を通って伏見から淀
よど

川
がわ

を利用すれば、
秀吉の本

ほん

拠
きょ

地
ち

である大坂に行くことができまし
た。最初の大津城主となった浅

あさ

野
の

長
なが

吉
よし

（長
なが

政
まさ

）は、
大
おお

津
つ

百
ひゃく

艘
そう

船
せん

という船仲間をつくり、琵琶湖の水運
を利用した荷物輸送に力を入れました。

1595（文
ぶん

禄
ろく

４）年、園城寺は豊臣秀吉の命令に
よって、突然領地を没収されます。この処分は、
秀吉が死去する前日に解

と

かれ、五
ご

別
べっ

所
しょ

村
むら

、山
やま

上
がみ

村
むら

、藤尾村など７か村と、関寺・追分・大谷の各
町の屋敷が園城寺の領地に戻りました。

秀吉の死後、関ヶ原の合戦を前に、大津城は戦
いに巻き込まれ、城下町は焼失しました。その後、
徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

は城を膳所に移し、大津町復興のために
大津町と関寺町・大谷町・追分町の町屋敷の地

じ

子
し

（土地にかかる税金）を免
めん

除
じょ

しました。江戸幕府が
開かれると、大津城本丸跡には幕府の米

こめ

蔵
ぐら

と代官
所が置かれ、大津代官が大津町を支配しました。
８代将軍徳

とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

の享
きょう

保
ほう

の改
かい

革
かく

から50年ほどの
京都町奉

ぶ

行
ぎょう

支配の時期をのぞいて、大津代官の支
配は江戸時代の終わりまで続きました。

江戸時代の大津町は東海道の 53 番目の宿場で、
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失われ、市内では平野小学校の1体だけが残りま
した。この人形が再発見されたのは1972（昭和
47）年のことでした。

1945（昭和20）年に戦争が終わると、大津市内
の軍事施設にも占

せん

領
りょう

軍
ぐん

が進
しん

駐
ちゅう

してきました。1957
（昭和32）年から、これらの軍事施設跡は日本へ
返
へん

還
かん

されていきます。やがて跡地には、大津商業
高等学校や大津市役所、皇子山総合運動公園や皇
子が丘公園体育館をはじめとするスポーツ施設が
建設されました。

高度経済成長の中で、背後の山々には宅地が造
成され、湖岸の埋め立て、湖岸道路、国道１号、
名神高速道路といった道

どう

路
ろ

網
もう

の整備も進められま
した。1966（昭和41）年から埋

う

め立てがはじまっ
たにおの浜から由美浜では、1968（昭和43）年、
大津市制70年・滋賀県政100年の記念事業として

「びわこ大博覧会」が開催されました。
1967（昭和42）年、大津市と瀬田町・堅田町が合

併しました。この年、橋本町にあった大津市役所
が、別所の現在地に竣

しゅん

工
こう

しました。1974（昭和49） 
年、国鉄（現 JR）湖西線が開通し、西大津駅（2008

〔平成20〕年に大津京駅に改称）が設置されました。

現在、この地域には滋賀県庁と大津市役所が 
あり、JR 琵琶湖線の大津駅・膳所駅、湖西線の
大津京駅という３つの駅と、京阪電車のびわ湖浜
大津駅を中心に、鉄道が京都・石山・坂本の三方
に通り、また大津港は琵琶湖を遊覧する観光船の
起点となっています。2025（令和７）年には、現庁
舎東側の皇子山総合運動公園の一画に市役所の新
庁舎が建てられるという計画が発表されました。

百の個別の町があったところから大
おお

津
つ

百
ひゃく

町
ちょう

と呼ば
れます。大津百町は、東海道と北

ほっ

国
こく

海
かい

道
どう

（西
にし

近
おう

江
み

路
じ

）という主要な街道が通っていました。そして、
京町通り、中町通り、浜通りの３本の道を軸に、港町、
門前町、宿場町と、様々な顔をもっていました。

おおよそ中央学区にあたる港町としての大津
は、湖岸に関

せき

と呼ばれた船着き場があり、幕府蔵
くら

や大名の蔵
くら

屋
や

敷
しき

が建ちならびました。そこでは琵
琶湖を運ばれてきた米や多くの荷物が集められ、
京都へと運ばれていったのです。今も残る小

こ

舟
ふな

入
いり

と石場の常
じょう

夜
や

灯
とう

は、港町の面
おも

影
かげ

を伝えています。
港町大津では多くの豪

ごう

商
しょう

が誕生し、その財力が、
精工なからくりと豪華な見送り幕などで飾られた
曳
ひき

山
やま

が巡
じゅん

行
こう

する天
てん

孫
そん

神社の祭礼、大津祭を生み出
しました。

また長等学区周辺は、西浦と呼ばれていたころ
から、園城寺の門前町としての歴史をもっていま
す。室町時代の史料に登場する地名が大津百町の
地名となり、今も自治会名として残っています。
札
ふだ

の辻
つじ

で東海道から分かれた北国海道を中心に、
町が広がります。園城寺は近

おう

江
み

八
はっ

景
けい

の一つ「三
み

井
いの

晩
ばん

鐘
しょう

」で知られ、観音堂は西
さい

国
ごく

三
さん

十
じゅう

三
さん

所
しょ

観
かん

音
のん

巡
じゅん

礼
れい

の札
ふだ

所
しょ

として、多くの参
さん

詣
けい

者
しゃ

でにぎわいまし
た。この地域はおおよそ長等学区の範囲に含まれ 
ます。

東海道五十三次の宿場町であった大津宿
しゅく

は、東
海道と北国海道が分かれる札の辻が中心です。札
の辻の名前は、高

こう

札
さつ

場
ば

（板札に法令を書いて掲示
した場所）があったことに由来します。札の辻か
ら京都へ向かう東海道の両側には、大名が宿泊し
た本

ほん

陣
じん

や脇
わき

本
ほん

陣
じん

、一般の旅人が宿泊した旅
はた

籠
ご

が並
びました。1805（文

ぶん

化
か

２）年には、米を運ぶ牛車
のために車

くるま

石
いし

が敷
し

かれました。逢坂峠をこえた大
谷町では、片

かた

岡
おか

庄
しょう

兵
べ

衛
え

が1612（慶
けい

長
ちょう

17）年に日本
で最初のそろばん（大津算

そろ

盤
ばん

）を作ったといわれ
ています。また、大谷町や追分町では土

み や げ も の

産物とし
て大津絵が売られました。これらの地域はおおよ
そ逢坂学区と藤尾学区の一部にあたります。

大津百町から東に続く松本村と馬
ばん

場
ば

村も、大津
代官の支配を受けました。俳人の松

まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

が、馬
場の木

き

曾
そ

塚
づか

（義
ぎ

仲
ちゅう

寺
じ

）にしばしば滞在したことが

知られています。芭蕉は、1694（元
げん

禄
ろく

７）年に大坂
で亡くなると、遺

ゆい

言
ごん

により義仲寺に葬
ほうむ

られました。

明
め い

治
じ

時
じ

代
だ い

〜現
げ ん

代
だ い

1869（明治２）年に大津県が誕生すると、県庁
は圓

えん

満
まん

院
いん

に置かれ、境内地は 1875（明治８）年には
陸
りく

軍
ぐん

歩
ほ

兵
へい

第
だい

九
く

連
れん

隊
たい

の駐
ちゅう

屯
とん

地となりました。
1872（明治５）年に滋賀県が誕生したのち、

1888（明治21）年に県庁が現在の位置に移りまし
た。1889（明治22）年に市制、町村制がしかれると、
馬場村、松本村、東浦村（神

かみ

出
で

村
むら

から分かれる）、
大津町、大谷町、一里町（大谷町の一部）、追分町、
藤尾村、別所村（江戸時代の五別所村）が大津町
となりました。一方、山上村は江戸時代の園城寺
領のつながりから、錦織村などとともに滋賀村と
なりました。大津町は1898（明治31）年に大津市
となりますが、大津町時代には1890（明治23）年 
の琵琶湖疏

そ

水
すい

開通、1891（明治24）年の大津事件と、
歴史に残る出来事がおこっています。

1879（明治12）年に京都－大津間に鉄道が開
通し、馬場駅（現膳所駅）で折り返して現在の京
阪電車びわ湖浜大津駅付近にあった大津駅と結
ばれました。その後、東海道線が全通し、1921 

（大正10）年の付け替え工事によって、現在の位
置に大津駅が開業します。なお、馬場駅は何度か
名前を変えながら1934（昭和９）年に膳所駅とな
ります。大正時代には、浜大津を中心に京

けい

津
しん

電車、
大津電車が開通し、後の京阪電車となります。滋
賀県（近

おう

江
み

）と福井県（若
わか

狭
さ

）を結ぶ構想により、
江
こう

若
じゃく

鉄道も誕生しています。
昭和時代になると大津市では周辺との合

がっ

併
ぺい

構
想が進められ、1932（昭和７）年に滋賀村、翌
年には膳所町、石山町と合併しました。1927 

（昭和２）年、日
にち

米
べい

友
ゆう

好
こう

親
しん

善
ぜん

使
し

節
せつ

として友情人形
（青い目の人形）が各小学校に届けられました。し
かし、1941（昭和16）年４月に大津連隊区司令部
が復活し、12月には日本はアメリカ、イギリスな
どと戦争を始めました（太平洋戦争）。1943（昭和 
18）年には別所に大津陸軍少年飛行学校が創設
されました。「青い目の人形」は戦時中に多くが 
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逢坂逢坂

中央中央

平野平野

琵
琶
湖

● 1● 1 ● 3● 3

● 7● 7

●●1717

● 18● 18

2 ●2 ●

19 ●19 ●

20●20●
21●21●
23●23●
24●24●

4 ●4 ●
5 ●5 ●

●●
1010 1111

2222

1212
●●

●●
●●

●● ●●

66

●●88 1414

● 
13
● 
13

15
●
15
●

9
●
9
●

16
●
16
●

NO 歴史文化遺産名称 場所
1 弘文天皇陵 御陵町

2 新羅三郎の墓 園城寺町

3 尾花川の蛇まつり 尾花川

4 圓満院 園城寺町

5 園城寺（園城寺遺跡） 園城寺町

6 三尾神社 園城寺町

7 琵琶湖疏水 三井寺町

8 長等神社 三井寺町

9 大津城跡 浜大津五丁目

10 大津祭 中央一丁目

11 大津事件 京町二丁目

12 大津別院 中央二丁目

13 華階寺のイチョウ 京町三丁目

14 常夜灯（小舟入） 中央四丁目

15 平野神社（蹴鞠祭） 松本一丁目

16 義仲寺 馬場一丁目

17 石坐神社 西の庄

18 車石 横木一丁目

19 逢坂山関跡（逢坂関） 大谷町

20 犬塚の欅 逢坂二丁目

21 長安寺の宝塔 逢坂二丁目

22 大津宿本陣跡 御幸町

23 関蝉丸神社下社 逢坂一丁目

24 旧逢坂山トンネル 逢坂一丁目歴史文化遺産地図

は
っけ

ん！

は
っけ

ん！

  1968年のびわこ大博覧会のようす（大津市歴史博物館蔵）
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日
本
の
で
き
ご
と

大
津
市
の
で
き
ご
と

（●は当地域に関わること）

古墳時代
紀
元
前

1

万
年

紀
元
前 

六
五
〇
〇

ご

ろ

紀
元
前 

一
〇
〇
〇

ご

ろ

紀
元
前 

三
〇
〇

ご

ろ

五

七

二
三
九

三
世
紀

後

半

四
世
紀

五
三
八

五
九
三

六
〇
四

六
〇
七

六
四
五

六
四
六

七
世
紀
後
半

六
六
三

六
六
七

六
七
二

六
九
四

七
〇
一

狩
り
や
漁
を
し
て

暮
ら
す

日
本
へ
稲
作
と
金
属

器
が
伝
来

倭
の
奴
国
王
が
後
漢

の
光
武
帝
よ
り
印
綬

を
授
か
る

卑
弥
呼
が
魏
に
遣
い

を
送
る

前
方
後
円
墳
の
出
現

大
和
朝
廷
が
日
本
を

統
一
し
始
め
る

仏
教
が
伝
わ
る

聖
徳
太
子
が
摂
政
と

な
る

十
七
条
憲
法
の
制
定

法
隆
寺
の
建
立

大
化
の
改
新

白
村
江
の
戦
い

大
津
宮
へ
遷
都

壬
申
の
乱

藤
原
京
へ
遷
都

大
宝
律
令
の
制
定

石
山
貝
塚
、
蛍
谷
遺
跡
、
粟
津
湖
底
遺
跡
が

つ
く
ら
れ
る

滋
賀
里
遺
跡
な
ど
で

集
落
が
営
ま
れ
る

南
滋
賀
遺
跡
な
ど
で

方
形
周
溝
墓
が
つ
く
ら
れ
る

高
峯
遺
跡
な
ど
湖
西
南
部
に
高
地
性

集
落
が
で
き
、
中
畑
田
遺
跡
な
ど
で

集
落
が
営
ま
れ
る

●
兜
稲
荷
古
墳
が
つ
く
ら
れ
る

壷
笠
山
古
墳
、
皇
子
山
一
号
墳
、
和

邇
大
塚
山
古
墳
な
ど
が
つ
く
ら
れ
る

膳
所
茶
臼
山
古
墳
が
つ
く
ら
れ
る

西
羅
古
墳
、
真
野
古
墳
、
木
の
岡
古

墳
群
な
ど
が
つ
く
ら
れ
る

鉄
製
武
器
類
が
副
葬
さ
れ
た
春
日
山

古
墳
群
、
曼
陀
羅
山
古
墳
群
な
ど
が

つ
く
ら
れ
る

坂
本
か
ら
錦
織
地
域
に
百
穴
古
墳
群

や
穴
太
野
添
古
墳
群
な
ど
渡
来
系
氏

族
の
群
集
墳
が
つ
く
ら
れ
る

●
畿
内
国
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
北
限
が
逢
坂

山
と
さ
れ
る

●
園
城
寺
前
身
寺
院
、
大
津
廃
寺
が
建
立 

さ
れ
る

●
大
友
皇
子
が
「
山
前
」
で
亡
く
な
る

後 期前 期 ・ 中 期 前 期早 期 中 期 後 期

弥生時代

平野神社

弘文天皇陵

弘文天皇は、壬申の乱で大
お お あ ま の

海人皇
お う

子
じ

に敗れた、天
て ん

智
じ

天
て ん

皇
の う

の子である大
お お

友
ともの

 
皇
お う

子
じ

のことを指します。のちに明治政府によって歴代天皇に加えられて
「弘文」の名前が贈られ、御陵町にある亀丘（亀塚）が陵

りょう

墓
ぼ

候補地に挙がりま
した。土中から鏡・剣・鏃

やじり

が出土したとして、のちの滋賀県令（今の県知事）
の籠

こ

手
て

田
だ

安
や す

定
さ だ

の推
す い

薦
せ ん

により、1877（明治10）年に弘文天皇陵として定められ
ました。しかし、これらの遺物は埋め戻されたようで今では見ることができ
ません。弘文天皇陵が大友皇子の時代に造られたかどうかは不明です。

弘
こ う

文
ぶ ん

天
て ん

皇
の う

陵
り ょ う

飛鳥時代〜11
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 御陵町

園城寺金堂付近で出土した瓦（園城寺蔵）

長等山の東側にあるこの遺跡は、今の園
お ん

城
じょう

寺
じ

（三
み

井
い

寺
で ら

）が建っている場所
の地下にあります。これまでに、飛鳥時代～平安時代末頃の瓦

かわら

が発見されて
います。特に飛鳥時代の瓦は、７世紀後半の大津宮ころに造られた穴

あ の う

太廃
は い

寺
じ

、崇
す う

福
ふ く

寺
じ

、南滋賀町廃寺、大津廃寺と似た技法や文
も ん

様
よ う

を使っています。こ
のことから、園城寺の前身にあたる古代寺院があり、大津宮に関係する寺院
であったと考えられています。

園
お ん

城
じ ょ う

寺
じ

遺
い

跡
せ き

飛鳥時代〜
55

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 園城寺町

社伝によると、天
て ん

智
じ

天
て ん

皇
の う

が大津に都を移した際に、都の守護としてまつら
れたことがはじまりとされます。また、1574（天

て ん

正
しょう

２）年に、現在の本宮二
丁目にあったとされる精

せ い

神
じ ん

社
し ゃ

が並んでまつられるようになりました。精神社
は蹴

け

鞠
ま り

の神とされる猿
さ る

田
た

彦
ひこの

命
みこと

が祭神であり、平野神社では、毎年８月９日に
蹴鞠祭がひらかれています。境内の拝

は い

殿
で ん

の床
ゆ か

板
い た

、灯
と う

籠
ろ う

、提
ちょう

灯
ち ん

や幕などに蹴鞠
の図柄をみることができます。また、1904（明治37）年に蹴鞠道の家である
難
な ん

波
ば

家
け

から平野神社に寄
き

贈
ぞ う

された難波家蹴鞠関係資料は、重要文化財に指定
されています。

平
ひ ら

野
の

神
じ ん

社
じ ゃ

飛鳥時代〜
1515

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 松本一丁目

石坐神社

旧東海道に面して建つ石坐神社は、膳所城の城下町であった西の庄村の氏
う じ

神
が み

です。八
は ち

大
だ い

竜
りゅう

王
お う

社
し ゃ

とも呼ばれ、水の神様をまつる神社でもあります。
本殿は、鎌倉時代の様式を伝える神社建築で、滋賀県の文化財に指定され

ています。本殿の内部には、重要文化財に指定されている４体の神像（祭神
のうち天智天皇、弘

こ う

文
ぶ ん

天
て ん

皇
の う

（大
お お

友
ともの

皇
お う

子
じ

）、伊
い が の う ね め の や か こ の い ら つ め

賀采女宅子娘（弘文天皇の母）、
彦
ひ こ

坐
います

王
お う

）がまつられています。

石
い わ

坐
い

神
じ ん

社
じ ゃ

西の庄

　　　天台寺門宗の総本山園城寺は、天
て ん

智
じ

・天
て ん

武
む

・
持
じ

統
と う

３代の天皇が赤子の時にこの寺の湧
わ

き水で体を
洗い清めたという伝承から「三

み

井
い

寺
で ら

」（御
み

井
い

の寺）とも
呼ばれます。唐に留学し、後に延暦寺の座

ざ

主
す

となっ
た智

ち

証
しょう

大
だ い

師
し

円
え ん

珍
ち ん

は、大友氏からこの寺を寄
き

進
し ん

され、
天台宗の別

べ つ

院
い ん

として復
ふ っ

興
こ う

しました。円珍が亡くなっ
た後に延暦寺の中で争いがおこり、993（正

しょう

暦
りゃく

４）年
に円珍派の僧

そ う

侶
り ょ

が延暦寺から園城寺に移りました。 
平安時代後半には、皇室や摂

せ っ

関
か ん

家
け

の信仰を集めて多
くの荘園が寄付され、境内は北

ほ く

院
い ん

・中
ちゅう

院
い ん

・南
な ん

院
い ん

の三
院と五

ご

別
べ っ

所
し ょ

からなりました。
園城寺は、源氏の信仰が厚く、1051（永

え い

承
しょう

６）年、
源
みなもとの

頼
よ り

義
よ し

は前
ぜ ん

九
く

年
ね ん

の役
え き

の出陣前に園城寺の新
し ん

羅
ら

明
みょう

神
じ ん

に勝利を祈ったと伝えられます。室町幕府を開いた
足
あ し

利
か が

尊
た か

氏
う じ

は新
し ん

羅
ら

善
ぜ ん

神
し ん

堂
ど う

（国宝）を再建しました。1595
（文

ぶ ん

禄
ろ く

４）年、豊臣秀吉の命令によって突然領地を
没収されましたが、のちに秀吉の妻であった高

こ う

台
だ い

院
い ん

 
（ねい、ねね）によって金堂（国宝）が再建され、
徳
と く

川
が わ

家
い え

康
や す

や毛
も う

利
り

輝
て る

元
も と

も境内の整備に協力しました。
江戸時代には西

さ い

国
ご く

三
さ ん

十
じゅう

三
さ ん

所
し ょ

観
か ん

音
の ん

巡
じゅん

礼
れ い

の14番札
ふ だ

所
し ょ

と

して多くの巡礼者が訪れ、近
お う

江
み

八
は っ

景
け い

の一つ「三
み

井
い の

晩
ば ん

鐘
しょう

」の舞台としても、広く知れ渡るようになりました。
『東

と う

海
か い

道
ど う

名
め い

所
し ょ

記
き

』にも登場する「千
せ ん

団
だ ん

子
ご

」は、子供のす
こやかな成長を願う祭として、今もにぎわいをみせて
います。

明治時代には、日本美術の価値を広く世界に紹介し
たフェノロサが、北院の法

ほ う

明
みょう

院
い ん

住職の桜
さくら

井
い

敬
け い

徳
と く

に師
し

事
じ

し、没後は境内に葬
ほうむ

られました。園城寺は何度も戦
乱に巻き込まれましたが、今も数多くの貴重な文化財
が残されています。2023（令和５）年には円珍にかか
わる古文書等が、人類が将来に伝えていくべき文化財
として、ユネスコの「世界の記憶」に登録されました。

園
お ん

城
じ ょ う

寺
じ

飛鳥時代〜55
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 園城寺町

縄文時代

飛鳥時代〜
1717

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号

飛鳥時代

園
城
寺 

金
堂
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日
本
の
で
き
ご
と

大
津
市
の
で
き
ご
と

（●は当地域に関わること）

七
一
〇

七
一
二

七
二
〇

七
四
〇
前
後

七
五
二

七
五
五

七
五
九

七
八
四

七
八
六

七
九
四

八
〇
五

八
〇
六

八
一
〇

八
一
五

八
五
七

八
六
八

九
一
七

九
三
五

九
四
六

九
七
六

九
九
三

平
安
時
代
中
期

一
〇
一
六

一
〇
二
一

一
〇
五
一

一
〇
八
一

一
〇
九
五

一
一
二
〇

一
一
三
六

一
一
五
六

一
一
五
九

一
一
六
七

一
一
七
五

一
一
八
四

一
一
八
五

一
一
九
二

一
二
二
一

一
二
三
二

一
二
七
四

一
二
八
一

一
三
三
三

一
三
三
四

一
三
三
六

一
三
三
八

一
三
七
八

一
三
七
九

一
三
九
二

一
四
〇
一

一
四
三
三

一
四
六
〇

一
四
六
七

一
四
六
八

一
四
六
九

一
五
四
三

一
五
四
九

一
五
七
一

一
五
七
三

一
五
七
五

平
城
京
へ
遷
都

『
古
事
記
』
が
で
き
る

『
日
本
書
紀
』が
で
き
る

東
大
寺
大
仏
の
開
眼

供
養

保
良
宮
の
造
営

長
岡
京
へ
遷
都

平
安
京
へ
遷
都

最
澄
が
帰
国

最
澄
が
天
台
宗
を
開
く

空
海
が
帰
国

平
将
門
の
乱

藤
原
道
長
が
政
治
の 

実
権
を
に
ぎ
る

保
元
の
乱

平
治
の
乱

平
清
盛
が
太
政
大
臣

と
な
る

法
然
が
浄
土
宗
を
開
く

壇
ノ
浦
の
戦
い
、
平
氏

滅
亡

源
頼
朝
が
征
夷
大
将

軍
と
な
る

承
久
の
乱

御
成
敗
式
目

元
寇　

文
永
の
役

元
寇　

弘
安
の
役

鎌
倉
幕
府
が
滅
び
る

建
武
の
新
政

南
北
朝
に
わ
か
れ
る

足
利
尊
氏
が
征
夷
大

将
軍
と
な
る

足
利
義
満
が
幕
府
を 

室
町
に
移
す

南
朝
と
北
朝
が
ひ
と
つ

に
な
る

明
と
貿
易
を
は
じ
め
る

応
仁
の
乱

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
鉄
砲

を
伝
え
る

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来

室
町
幕
府
が
滅
び
る

近
江
国
庁
が
置
か
れ
る

建
部
大
社
が
瀬
田
の
地
に
移
る
と
い
う

桓
武
天
皇
が
滋
賀
郡
に
梵
釈
寺
を
建
立
す
る

近
江
国
の
古
津
を
大
津
と
改
称
す
る

日
吉
社
が
天
台
守
護
の
護
法
神
と
な
る

●
薬
子
の
乱
で
逢
坂
関
な
ど
三
関
に
固
関
使

が
派
遣
さ
れ
る

嵯
峨
天
皇
が
唐
崎
に
行
幸
し
、
梵
釈
寺
で 

僧
永
忠
が
茶
を
献
じ
る

●
近
江
国
の
相
坂
（
逢
坂
）・
大
石
・
龍
華
の 

三
か
所
に
関
所
を
お
く

●
円
珍
が
天
台
座
主
と
な
り
、
園
城
寺
を
与

え
ら
れ
る

●
宇
多
法
皇
が
打
出
浜
に
行
幸
し
大
友
黒
主

が
歌
を
献
じ
る

●
逢
坂
山
の
坂
の
守
護
神
で
あ
る
関
蝉
丸
神

社
に
蝉
丸
霊
が
合
祀
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る

●
大
地
震
に
よ
り
関
寺
大
仏
な
ど
が
倒
壊
す
る

●
延
暦
寺
よ
り
円
珍
門
徒
が
園
城
寺
に
移
る

●
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
走
井
を
詠
ん
だ
歌
が

み
え
る

●
藤
原
道
長
ら
が
関
寺
に
参
詣
し
て
霊
牛
を

み
る

●
源
頼
義
が
戦
勝
を
園
城
寺
の
新
羅
明
神
に

祈
願
す
る

●
延
暦
寺
衆
徒
が
園
城
寺
を
焼
き
討
ち
す
る

延
暦
寺
の
僧
兵
が
日
吉
神
輿
を
押
し
立
て
て

強
訴

●
大
津
浦
の
支
配
を
め
ぐ
り
、
延
暦
寺
と

園
城
寺
が
争
う

●
大
津
浦
住
人
が
日
吉
神
人
と
し
て
金
融 

活
動
を
営
む

粟
津
の
合
戦
に
て
木
曽
義
仲
が
戦
死

●
こ
の
頃
、
大
津
で
問
丸
の
活
動
が
見
ら
れ
る

●
園
城
寺
に
陣
を
し
い
た
足
利
尊
氏
軍
を 

後
醍
醐
天
皇
軍
が
や
ぶ
る

坂
本
の
馬
借
が
祇
園
社
を
襲
撃

永
享
の
山
門
騒
乱

●
園
城
寺
支
配
の
大
谷
・
逢
坂
両
関
所
が 

室
町
幕
府
に
よ
っ
て
停
止
さ
れ
る

延
暦
寺
に
よ
る
堅
田
大
責

●
蓮
如
が
園
城
寺
の
保
護
に
よ
り
近
松
御
坊

を
建
立
（
の
ち
顕
証
寺
）

織
田
信
長
に
よ
る
延
暦
寺
焼
き
討
ち
、
坂
本

城
の
築
城

織
田
信
長
が
瀬
田
橋
を
か
け
る

平安時代奈良時代

新羅三郎義
よし

光
みつ

こと
源義光（1045〜1127） 
は、平安時代後期
の武将です。義光
は弓術や馬術に優
れ て い た と さ れ、

後
ご

三
さん

年
ねん

の役
えき

では兄の義
よし

家
いえ

を助けて活躍しました。義光
は園城寺の守り神である新

しん

羅
ら

明
みょう

神
じん

の前で元
げん

服
ぷく

したこと
から「新羅三郎」と呼ばれました。義光の墓は、大津
市歴史博物館の裏から法明院へ向かう東海自然歩道の
途中にあります。

新
し ん

羅
ら

三
さ ぶ

郎
ろ う

の墓
は か

平安時代〜
22

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 園城寺町

鎌倉時代 室町時代

関 蝉 丸 神 社 は、
もとは関所や街道
を守る神様として 
822（弘

こう

仁
にん

13）年に
創
そう

建
けん

されたと考え
られます。その後、

蝉丸の霊
れい

が一緒にまつられました。蝉丸は、琵
び

琶
わ

と
いう楽器の達人で、逢坂山に隠

かく

れ住んでいたといわ
れます。そのため、関蝉丸神社は芸能の神様として
も信

しん

仰
こう

を集めました。彼が詠
よ

んだとされる「これやこ
の　行くも帰るも別れては　知るも知らぬも　逢坂
の関」という歌は百人一首に加えられています。下社
には、鎌倉時代に作られたと考えられる石

いし

燈
とう

籠
ろう

（時
し ぐ れ

雨
燈
とう

籠
ろう

）があり、国の重要文化財に指定されています。

関
せ き

蝉
せ み

丸
ま る

神
じ ん

社
じ ゃ

（上
かみ

社
しゃ

・下
しも

社
しゃ

）
平安時代〜

2323
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 逢坂一丁目

逢坂峠は平安京
の東の入り口に当
たり、関

せ き

所
し ょ

が置か
れ ま し た。 清

せ い

少
しょう

 
納
な

言
ご ん

は『枕
まくらのそうし

草子』に
「関は逢坂、須

す

磨
ま

の関、鈴
す ず

鹿
か

の関…」と書き、逢坂を全国の関所の中
でも第一に挙げています。この地を題材にした和
歌が数多く詠まれており、逢坂は近江を代表する
名所の一つといえます。しかし、関所がどこにあっ
たのか、はっきりとはわかっていません。

逢
お う

坂
さ か

山
や ま

関
せ き

跡
あ と

（逢
お う

坂
さかの

関
せ き

）
平安時代〜

1919
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 大谷町

園
おん

城
じょう

寺
じ

観音堂の
南東にあり、社殿は
東を向いて建って
います。園城寺を復
興した僧侶・円

え ん

珍
ち ん

が、860（貞
じょう

観
が ん

２）年 
に園城寺の守り神としてまつったことがはじまり
と伝わります。1054（天

て ん

喜
ぎ

２）年に、僧侶の明
みょう

尊
そ ん

が、
庶
し ょ

民
み ん

がお参りしやすくするために山の上から現在
地に移し、新たに社殿を建てたと言われています。
1905（明治38）年に完成した楼

ろ う

門
も ん

は、中世の古い様
式で建てられたもので、大津市の文化財に指定さ
れています。

長
な が

等
ら

神
じ ん

社
じ ゃ

平安時代〜
88

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 三井寺町

長安寺にある高
さ3.3mの巨大な石 
造宝塔で、「関

せき

寺
でら

の
牛塔」と呼ばれてい
ます。関寺とは、こ 
の地にあった寺の

名前で、平安時代の大地震で壊れてしまいました。そ
の復旧工事に使役された牛が仏の化

け

身
しん

と噂
うわさ

されたそう
です。宝塔は、この牛が亡くなったことを供養するた
めに建てられたとされ、鎌倉時代の初めころのものと
いわれています。国の重要文化財に指定されています。

長
ち ょ う

安
あ ん

寺
じ

の宝
ほ う

塔
と う

鎌倉時代
2121

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 逢坂二丁目

かつては園城寺の
門
もん

跡
ぜき

寺
じ

院
いん

（皇族・公
家が住職を務める
寺院）の1つでした。
1040（長

ちょう

久
きゅう

元）年に、
園城寺の僧である

明
みょう

尊
そん

が京都の岡崎に開いたことが始まりとされます
が、987（寛

かん

和
な

３）年に村上天皇の皇子である悟
ご

円
えん

法
ほう

親
しん

王
のう

によって創建されたとも伝えます。しかしその
後、延暦寺僧によって焼失し、その跡は園城寺に引き
継がれました。また、明尊は藤

ふじ

原
わらの

頼
より

通
みち

（992〜1074）
によって建立された宇治の平等院を開いた人物でも
あります。宸

しん

殿
でん

が重要文化財、庭園が名勝・史跡に
指定されています。

圓
え ん

満
ま ん

院
い ん

平安時代〜
44

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 園城寺町

京阪電車上
か み

栄
さかえ

町
ま ち

駅付近に
は、「犬塚の欅」と呼ばれる
大木があります。15 世紀
には、本願寺（浄土真宗）
は延暦寺から攻められてお
り、本願寺の蓮

れ ん

如
に ょ

（1415〜
99）はしばしば大津に避

ひ

難
な ん

していました。蓮如の暗殺
を計画した何者かが毒を

盛った食事を出したとき、そばにいた愛犬がそれを食
べ息

い き

絶
た

えました。蓮如は身代わりになったことを哀
か な

し
んで、愛犬を手厚く葬

ほうむ

り、欅を植えたそうです。この
伝承から、樹齢は約500年といわれています。欅は大
津市の文化財に指定されています。

犬
い ぬ

塚
づ か

の欅
け や き

室町時代

逢坂二丁目

園
お ん

城
じょう

寺
じ

の総門の
南に、東向きに社
殿を構えています。
明治の初めまでは、
園城寺の中の南

な ん

院
い ん

にありました。新
し ん

羅
ら

社
し ゃ

、護
ご

法
ほ う

社
し ゃ

などと同じく園城寺の守り神をまつる神社
です。1877（明治10）年に神

し ん

仏
ぶ つ

分
ぶ ん

離
り

によって現在地に
移転して本殿も移築し、三尾神社として独立しました。
祭神として伊

い ざ な ぎ の み こ と

弉諾尊をまつっています。本殿は1426
（応

お う

永
え い

33）年の建立で、中世の神社建築として国の重
要文化財に指定されています。

三
み

尾
お

神
じ ん

社
じ ゃ

66
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 園城寺町

三
尾
神
社

関
蝉
丸
神
社
下
社

逢
坂
山
関
跡

新
羅
三
郎
の
墓

長
安
寺
の
宝
塔

長
等
神
社

圓
満
院

平安時代〜

2020
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号

犬
塚
の
欅

7 8



日
本
の
で
き
ご
と

大
津
市
の
で
き
ご
と

（●は当地域に関わること）

大
津
絵
「
藤
娘
」

（
大
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
）

歌
川
広
重
【
魚
栄
版
】

近
江
八
景
「
三
井
晩
鐘
」

（
大
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
）

1586（天
て ん

正
しょう

14）年から翌年に、豊臣秀吉が作った城です。現在のびわ湖浜
大津駅一帯に本丸があり、それを取り囲むように二の丸・三の丸が広がって
いたといわれています。秀吉は、大津城をつくるにあたり、坂本にあった城
と城下町を大津に移しました。大津城と城下町には米や木材などの荷物が集
まり、大変にぎわいました。関ケ原の戦いの後、徳川家康は大津城を移して
膳所城をつくりました。一方で、大津は江戸幕府が直接治めることになり、
商業都市として発展しました。

大
お お

津
つ

城
じ ょ う

跡
あ と

99
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 浜大津五丁目

閑栖寺に復元された車石大津城跡石碑

江戸時代に大津から京都へ運ばれた荷物の中心は、琵琶湖を水運で運ばれ
てきた米でした。1797（寛

か ん

政
せ い

９）年に出版された『伊
い

勢
せ

参
さ ん

宮
ぐ う

名
め い

所
し ょ

図
ず

会
え

』には、
人が通る街道の脇を、牛が米俵を載せた荷車を曳

ひ

く様子が描かれています。 
大津と京都の間では、1804（文

ぶ ん

化
か

元）年から翌年にかけて、荷車の車輪が通る
部分に車石と呼ばれる石を敷く工事が行われました。この石は、車輪の通った
部分がくぼんでいます。明治時代以降の道路改良工事で使われなくなった車石
は、横木一丁目の閑

か ん

栖
せ い

寺
じ

、大谷町の逢坂関記念公園と蝉丸神社、春日町の JR
大津駅前、御

ご

陵
りょう

町
ちょう

の大津市歴史博物館などに一部が復元展示されています。

車
く る ま

石
い し

江戸時代～1818
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 横木一丁目ほか

近江八景は、中国の景
け い

勝
しょう

地
ち

である「瀟
しょう

湘
しょう

八
は っ

景
け い

」になぞらえて、近江南部から
選ばれた８つのすばらしい景色のことです。江戸時代初め、公家の近

こ の

衛
え

信
の ぶ

尹
た だ

が
膳所城から見える範囲の景色を選んだとする説が有力です。屏風絵や絵画作品
の題材として取り上げられ、初代歌川広重や葛

か つ

飾
し か

北
ほ く

斎
さ い

などが浮世絵として出
版したことで多くの人に知られるようになりました。近江八景のうち「三

み い の

井晩
ば ん

鐘
しょう

」の浮世絵は、夕暮れに日没を告げる三
み

井
い

寺
で ら

（園
お ん

城
じょう

寺
じ

）の鐘の音が遠くまで響
きわたる情景を表現したものです。

近
お う

江
み

八
は っ

景
け い

「三
み

井
い の

晩
ば ん

鐘
し ょ う

」 江戸時代

大津別院本堂

本願寺の門主である教
きょう

如
に ょ

により、1600（慶
け い

長
ちょう

５）年に創建された真宗大谷
派の寺院です。現在の本堂は、1650（慶

け い

安
あ ん

３）年に再建され、その背面には、
1670（寛

か ん

文
ぶ ん

10）年に再建された書院が取り付きます。本堂は、阿
あ

弥
み

陀
だ

如
に ょ

来
ら い

を
まつる内

な い

陣
じ ん

と、参拝者が集まる外
げ

陣
じ ん

に分かれています。多くの人が参拝でき
るように、内陣に比べ外陣が広いという、浄

じょう

土
ど

真
し ん

宗
しゅう

の寺院本堂の特徴を持っ
ています。書院の内側には豪

ご う

華
か

な障
しょう

壁
へ き

画
が

が描
え が

かれています。本堂と書院は、
国の重要文化財に指定されています。

大
お お

津
つ

別
べ つ

院
い ん

江戸時代〜
1212

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 中央二丁目

大津絵は、東海道五十三次の最大規模の宿場である大津宿の大谷・追分で販
売され、名物として人気のあった土

み や げ も の

産物絵画でした。江戸時代前期に仏画から
スタートした大津絵は、17世紀の末から風

ふ う

刺
し

をきかせた鬼
おにの

念
ね ん

仏
ぶ つ

や良縁のお守
りとされる藤

ふ じ

娘
むすめ

など多くのキャラクターが描かれ、街道を行き交う全国の旅人
が買い求めました。江戸では歌舞伎にも登場するほどの人気があり、現代でも、
様々な大津絵を市内のあちこちで見ることができます。

大
お お

津
つ

絵
え

江戸時代

江戸と京都を結んだ東海道の53番目の宿場であった大津宿には、大名が
宿泊した本

ほ ん

陣
じ ん

・脇
わ き

本
ほ ん

陣
じ ん

がありました。札の辻の近くには、1926（昭和元）年
に建てられた「明治天皇聖跡碑」と、2023（令和５）年に建てられた「大津
宿本陣跡」の碑があります。明治天皇は1868（明治元）年から翌年にかけて
東京と京都の間を何度か往来していますが、その途中で大塚本陣（大

お お

塚
つ か

屋
や

嘉
か え も ん

右衛門）に滞在しました。当時の本陣は建築面積が240坪
つ ぼ

あり、３階の上
にあった四畳半の茶室からは、琵琶湖の景色をながめることができたそう 
です。

大
お お

津
つ

宿
し ゅ く

本
ほ ん

陣
じ ん

跡
あ と

江戸時代
2222

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 御幸町

江戸時代
一
五
八
二

一
五
八
四

一
五
八
六

一
五
八
七

一
五
八
八

一
五
九
〇

一
五
九
二

一
五
九
五

一
五
九
八

一
六
〇
〇

一
六
〇
一

一
六
〇
二

一
六
〇
三

一
六
一
二

一
六
一
五

一
六
二
四
～

一
六
四
四

一
六
三
五

一
六
三
七

一
六
三
九

一
六
四
二

一
六
五
一
　
　

一
六
六
二

一
六
八
五

一
六
九
四

一
六
九
八

一
七
〇
九

一
七
一
六

一
七
三
四

一
七
三
五

本
能
寺
の
変

豊
臣
秀
吉
の
検
地
が

始
ま
る

刀
狩
令

豊
臣
秀
吉
が
全
国
を 

統
一
す
る

豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
出
兵

を
始
め
る

関
ケ
原
の
戦
い

徳
川
家
康
が

征
夷
大
将
軍
と
な
る

武
家
諸
法
度

豊
臣
氏
が
滅
び
る

参
勤
交
代
の
制

島
原
・
天
草
一
揆

鎖
国
の
完
成

生
類
憐
み
の
令

新
井
白
石
の
政
治

享
保
の
改
革

坂
本
城
が
落
城
し
、
そ
の
後
再
建
さ
れ
る

豊
臣
秀
吉
が
、延
暦
寺
の
再
興
許
可
を
出
す

●
こ
の
こ
ろ
、
坂
本
か
ら
大
津
に
城
が
移
さ

れ
る

●
大
津
城
主
浅
野
長
吉
が
大
津
百
艘
船
の 

特
権
を
認
め
た
高
札
を
だ
す

●
園
城
寺
が
豊
臣
秀
吉
に
よ
り
闕
所
と
な
る

●
大
津
町
、
松
本
新
町
、
山
上
村
な
ど
で 

太
閤
検
地
が
お
こ
な
わ
れ
る

●
大
津
町
が
徳
川
家
康
の
直
轄
領
と
な
る

大
津
城
の
戦
い

戸
田
一
西
が
膳
所
城
を
築
城

●
大
津
町
が
東
海
道
の
宿
場
町
に
指
定
さ 

れ
る

●
大
谷
町
の
片
岡
庄
兵
衛
が
日
本
初
の
算
盤

を
作
る
と
い
う

●
こ
の
こ
ろ
か
ら
大
津
絵
の
製
作
が
は
じ 

ま
る

●
大
津
祭
狸
山
が
建
造
さ
れ
る

延
暦
寺
根
本
中
堂
な
ど
が
再
建
さ
れ
る

本
多
俊
次
が
膳
所
城
主
と
な
る

寛
文
大
地
震
が
お
こ
る
、
膳
所
城
を
は
じ
め

各
地
で
甚
大
な
被
害

●
大
坂
で
亡
く
な
っ
た
松
尾
芭
蕉
の
遺
体
が 

遺
言
に
よ
っ
て
木
曽
塚
に
葬
ら
れ
る

堅
田
藩
が
誕
生
す
る

膳
所
藩
士
寒
川
辰
清
が
『
近
江
輿
地
志
略
』

を
編
さ
ん

●
大
津
の
坂
本
町
に
大
津
御
用
米
会
所
が 

で
き
る

大津宿本陣跡碑

地域の
芸術

地域の
芸術

安土桃山時代

安土桃山時代
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日
本
の
で
き
ご
と

大
津
市
の
で
き
ご
と

（●は当地域に関わること）

小舟入の常夜灯（中央四丁目）

江戸時代に大津と矢
や

橋
ば せ

（草津市）の間には、船で琵琶湖を渡る矢橋の渡し
が通っていました。陸路の東海道では、瀬田橋（唐橋）経由で大

お お

廻
まわり

となるた
めです。これを伝えるものとして、火を付け夜間の目印となる常夜灯が今も
残っています。中央四丁目の小舟入の常夜灯（市指定文化財）は、高さは約
4.9mで、1808（文

ぶ ん

化
か

５）年に建てられました。今でも同じ場所に建っており、
当時の湖岸がこの辺りまであったことがわかります。打出浜にある石場の常
夜灯は、高さが約8.4m で、1845（弘

こ う

化
か

２）年に今の大津警察署付近に建て
られました。その後２回移転し、現在はびわ湖ホールの西側にあります。

常
じ ょ う

夜
や

灯
と う

（小
こ

舟
ふ な

入
い り

・石
い し

場
ば

） 江戸時代1414
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 中央四丁目、打出浜

華階寺のいちょう

JR 大津駅から琵琶湖岸に向かう30m 道路の中央分離帯に、２本のイチョウ 
の大樹がそびえています。この場所は元々華階寺の境内地で、道路建設の際
に伐

ば っ

採
さ い

されずに残されたものです。ともに雌
め

株
か ぶ

で北は目の高さの幹まわりが
3.8m、南は3.6m あります。華階寺ができるときに植えられたと伝えられて
おり、樹齢は400年と考えられます。このイチョウは、江戸時代には大津の
港に船をつける時の目印になっていました。陸上・湖上からの景観として貴
重なものです。1975（昭和50）年に大津市の文化財に指定されました。

華
け

階
か い

寺
じ

のイチョウ 江戸時代～
1313

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 京町三丁目

1184（元
げ ん

暦
りゃく

元）年、木
き

曽
そ

義
よ し

仲
な か

は粟津で敗死すると、ここに葬
ほうむ

られたと伝え
られています。義仲の側室の巴

ともえ

御
ご

前
ぜ ん

の墓もそばにあります。江戸時代には
松
ま つ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

がしばしば滞在しています。芭蕉は大坂で亡くなると、遺
ゆ い

言
ご ん

により
義仲の墓のそばに葬られました。義仲寺境内は国の史跡に指定されています。

義仲寺の南の国道１号線沿いには、市指定史跡の竜
た つ

が丘
お か

俳人墓地があり
ます。芭蕉の門

も ん

人
じ ん

の内
な い

藤
と う

丈
じょう

草
そ う

が芭蕉の追
つ い

悼
と う

のためにたてた経
きょう

塚
づ か

を中心に、 
17人の俳人塚が輪になって並ぶ風景は、まるで句

く

会
か い

をしているようです。

義
ぎ

仲
ち ゅ う

寺
じ

江戸時代～
1616

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 馬場一丁目

◀︎本祭当日のようす

▲町内を巡行する曳山

江戸時代の大津は、東
と う

海
か い

道
ど う

五
ご

十
じゅう

三
さ ん

次
つ ぎ

の宿場町とし
て、また琵琶湖水運の港町として、大いににぎわい、
人やモノが行

い

き交
か

っていました。この豊かな町の経
済力と文化力が生み出した、華やかな祭礼が大津祭
で、ユネスコ無形文化遺産に登録されています。

今から400年ほど前、天
て ん

孫
そ ん

神
じ ん

社
じ ゃ

（かつて四
し の

宮
み や

大
だ い

明
みょう

神
じ ん

と呼びました）の祭礼の時、神社近くの鍛
か

冶
じ

屋
や

町
ちょう

に住んでいた塩
し お

売
う り

治
じ

兵
へ

衛
え

が、狸
たぬき

の面をかぶって境内
で踊ったところ、たいへん評判になりました。この
踊りが毎年恒例となり、祭礼を盛り上げていました
が、やがて治兵衛も高齢となり踊れなくなります。
そこで、狸が腹

は ら

鼓
つづみ

を打つからくりを車に乗せて引き
回すようになり、やがて祇

ぎ

園
お ん

祭
まつり

の鉾
ほ こ

の形をした曳
ひ き

山
や ま

が巡
じゅん

行
こ う

するようになります。1638（寛
か ん

永
え い

15）年のこ
とで、西

さ い

行
ぎょう

桜
ざくら

狸
たぬき

山
や ま

のはじまりです。このころ、大津
の各町で次々と曳山が作られ、そのほかに「ねりも
の」と呼ばれる仮装行列も加わり、華やかでにぎや
かな祭礼絵巻が繰り広げられました。

大津祭曳山は、車輪が三輪になっており、道の角
を曲がるときにも扱いやすい構造になっている点に
特長があります。各曳山には「からくり人形」が乗
せられており、巡行中、各所で演じられ、人々を楽
しませています。曳山を飾る高価な織

お り

物
も の

や金具も見
どころで、16世紀ヨーロッパで織られた織物や中国
製の織物など、大変貴重な品々が曳山を飾っていま
す。これらの品々は、江戸時代に繁

は ん

栄
え い

していた大津
の経済力を今に伝えています。

現在、大津祭は９月16日のくじ取式からはじまり
ます。本祭前日の宵

よ い

宮
み や

では、各曳山が町内に停
と

めら
れ、たくさんの提

ちょう

灯
ち ん

で飾り、宵宮囃
は や

子
し

が奏でられま
す。本祭は、スポーツの日の前日の日曜日、早朝か
ら13基の曳山が巡行し、各所でからくりが演じられ
ます。秋晴れの下、多くの観客と一体となって、大
津は終日、祭一色に染められます。

中央一丁目の曳山展示館では、大津祭について学
ぶことができます。

大
お お

津
つ

祭
ま つ り

江戸時代～1010
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 中央一丁目

江戸時代
一
七
七
二

一
七
八
一

一
七
八
七

一
七
九
四

一
八
〇
四

一
八
〇
五

一
八
〇
八

一
八
三
七

一
八
四
一

一
八
四
五

一
八
五
二

一
八
五
三

一
八
五
四

一
八
五
八

一
八
五
九

一
八
六
〇

一
八
六
三

一
八
六
七

田
沼
意
次
が
老
中
と

な
る

寛
政
の
改
革

大
塩
平
八
郎
の
乱

天
保
の
改
革

ペ
リ
ー
の
浦
賀
来
航

日
米
和
親
条
約

日
米
修
好
通
商
条
約

安
政
の
大
獄

桜
田
門
外
の
変

大
政
奉
還

王
政
復
古

●
大
津
代
官
の
大
津
町
支
配
が
復
活

●
園
城
寺
三
別
所
の
山
に
米
相
場
の
連
絡
場

所
が
許
可
さ
れ
る
（
相
場
山
）

●
逢
坂
峠
に
常
夜
灯
が
建
設
さ
れ
る

伊
香
立
で
龍
骨
（
ト
ウ
ヨ
ウ
ゾ
ウ
の
骨
化
石
）

が
発
見
さ
れ
る

●
大
津-

京
都
間
の
東
海
道
に
車
石
の
敷
設

工
事
が
は
じ
ま
る

●
大
津
八
町
筋
か
ら
京
都
三
条
大
橋
の
間
に

車
石
が
し
か
れ
る

●
小
舟
入
の
常
夜
灯
が
つ
く
ら
れ
る

●
石
場
の
常
夜
灯
が
つ
く
ら
れ
る

四
ツ
子
川
に
百
間
堤
が
築
か
れ
る

●
徳
川
14
代
将
軍
家
茂
が
上
洛
の
途
中
に 

大
津
宿
に
宿
泊
す
る

義仲寺
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日
本
の
で
き
ご
と

大
津
市
の
で
き
ご
と

（●は当地域に関わること）

明治時代
一
八
六
八

一
八
六
九

一
八
七
一

一
八
七
二

一
八
七
三

一
八
七
五

一
八
七
七

一
八
七
八

一
八
八
〇

一
八
八
二

一
八
八
五

一
八
八
六

一
八
八
九

一
八
九
〇

一
八
九
一

一
八
九
四

一
八
九
六

一
八
九
八

一
九
〇
一

一
九
〇
四

一
九
〇
九

一
九
一
〇

一
九
一
二

一
九
一
三

一
九
一
四

一
九
一
八

一
九
二
一

一
九
二
二

一
九
二
三

一
九
二
五

一
九
二
七

一
九
三
一

一
九
三
二

一
九
三
三

一
九
三
五

一
九
三
七

一
九
三
八

一
九
四
〇

一
九
四
一

一
九
四
三

一
九
四
五

一
九
四
六

一
九
四
七

一
九
五
〇

一
九
五
一

一
九
五
三

一
九
五
四

一
九
五
五

一
九
五
六

一
九
五
八

一
九
六
一

一
九
六
四

一
九
六
五

一
九
六
七

一
九
六
八

一
九
七
〇

一
九
七
二

一
九
七
三

一
九
七
四

一
九
七
七

一
九
七
八

一
九
八
一

一
九
八
四

一
九
八
六

一
九
八
七

一
九
九
〇

一九
九
〇
ご
ろ

一
九
九
三

一
九
九
四

一
九
九
五

一
九
九
七

一
九
九
八

二
〇
〇
二

二
〇
〇
三

二
〇
〇
六

二
〇
〇
九

二
〇
一
一

二
〇
一
六

二
〇
一
八

二
〇
二
一

二
〇
二
三

二
〇
二
四

二
〇
二
五

神
仏
分
離
令
が
出
さ
れ
る

明
治
維
新

岩
倉
使
節
団
が
欧
米
諸
国

の
視
察
に
出
発

廃
藩
置
県

学
制
発
布

地
租
改
正
、
徴
兵
令

西
南
戦
争

伊
藤
博
文
が
初
代
内
閣 

総
理
大
臣
に
な
る

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

市
制
町
村
制
施
行

第
一
回
帝
国
議
会

日
清
戦
争
（
～
95
）

官
営
八
幡
製
鉄
所
操
業
開
始

日
露
戦
争
（
～
05
）

韓
国
を
併
合

第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦

シ
ベ
リ
ア
出
兵
（
～
22
）

米
騒
動

全
国
水
平
社
結
成

関
東
大
震
災

普
通
選
挙
制

治
安
維
持
法
の
成
立

満
州
事
変

日
中
戦
争

国
家
総
動
員
法

太
平
洋
戦
争
（
～
45
）

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾

日
本
国
憲
法
の
公
布

朝
鮮
戦
争
（
～
53
）

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条

約
、
日
米
安
全
保
障
条
約

テ
レ
ビ
放
送
開
始

自
衛
隊
の
設
置

日
ソ
共
同
宣
言

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
海
道
新
幹
線
開
通

小
笠
原
諸
島
が
日
本
へ
復
帰

大
阪
万
国
博
覧
会

札
幌
で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

沖
縄
が
日
本
に
復
帰

石
油
危
機

日
中
平
和
友
好
条
約

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行

国
鉄
分
割
・
民
営
化

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

法
隆
寺
、
姫
路
城
が 

世
界
文
化
遺
産
に
な
る

阪
神
淡
路
大
震
災

長
野
で
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク

日
韓
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
、
日
朝
首
脳
会
談

イ
ラ
ク
戦
争
が
お
こ
る

東
日
本
大
震
災

熊
本
地
震

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

能
登
半
島
地
震

大
阪
万
国
博
覧
会

大
津
代
官
所
の
廃
止
、
大
津
裁
判
所
の
設
置
、

大
津
県
が
置
か
れ
る

●
滋
賀
県
庁
が
圓
満
院
に
置
か
れ
る

「
滋
賀
県
」
が
誕
生

こ
の
こ
ろ
、
各
地
域
で
小
学
校
が
開
校
す
る

●
陸
軍
歩
兵
第
九
連
隊
が
別
所
に
駐
屯

●
弘
文
天
皇
陵
が
定
め
ら
れ
る

●
京
都-

大
津
間
に
旧
逢
坂
山
ト
ン
ネ
ル
が
完
成

●
京
都-

大
津
間
鉄
道
営
業
開
始

太
湖
汽
船
会
社
が
設
立

湖
南
汽
船
会
社
が
設
立

●
東
海
道
線
が
全
通
し
、馬
場（
膳
所
）-

大
津

（
浜
大
津
）は
支
線
と
な
る

●
大
津
町
制
施
行
、
山
上
村
な
ど
が
合
併
し
て

滋
賀
村
と
な
る

●
琵
琶
湖
疏
水
が
完
成

●
大
津
事
件

琵
琶
湖
大
洪
水

大
津
市
が
市
制
を
施
行

●
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
法
明
院
に
葬
ら
れ
る

京
都
三
条
大
橋-

大
津
札
の
辻
間
に
京
津
電
車
が
開
通

●
大
津
電
車（
現
京
阪
電
鉄
）大
津（
浜
大
津
）-

馬
場（
膳
所
）間
開
業

●
旧
逢
坂
山
ト
ン
ネ
ル
・
大
谷
駅
廃
止

●
東
海
道
線
京
津
間
付
け
替
え
工
事
完
了
、 

大
津
駅
が
現
地
に
完
成
す
る

●
日
米
友
好
親
善
使
節
と
し
て「
青
い
目
の
人

形
」が
贈
ら
れ
る

●
江
若
鉄
道
の
浜
大
津-

近
江
今
津
間
が
開
通

大
津
市
と
滋
賀
村
が
合
併

雄
松
崎
湖
岸
一
帯
が
名
勝
地
に
指
定
さ
れ
る

●
馬
場
に
民
間
の
水
上
飛
行
機
訓
練
所
と
し
て

天
虎
飛
行
研
究
所
が
開
設

近
江
神
宮
の
鎮
座
祭
が
行
わ
れ
る

●
別
所
に
大
津
陸
軍
少
年
飛
行
兵
学
校
が
開
校

●
占
領
軍
が
別
所
の
大
津
陸
軍
少
年
飛
行
兵
学

校
跡
に
進
駐

各
地
域
で
中
学
校
が
開
校
す
る

大
津
市
と
雄
琴
・
坂
本
・
下
阪
本
・
大
石
・ 

下
田
上
の
一
市
五
か
村
が
合
併

堅
田
町
と
葛
川
・
伊
香
立
・
真
野
・
仰
木
村
が

合
併
。
瀬
田
町
と
上
田
上
村
が
合
併
。
小
松
村
・

木
戸
村
・
和
邇
村
が
合
併
し
て
志
賀
町
が
成
立

●
米
軍
キ
ャ
ン
プ
Ａ
地
区
が
日
本
に
返
還
さ
れ
る

●
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
が
開
館

琵
琶
湖
大
橋
が
完
成

サ
ン
ケ
イ
バ
レ
イ
（
現
び
わ
湖
バ
レ
イ
）
が
開
業

大
津
市
と
瀬
田
町
・
堅
田
町
が
合
併

●
湖
岸
埋
立
地
（
に
お
の
浜
）
で
び
わ
こ
大
博

覧
会
が
開
催
さ
れ
る

び
わ
こ
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
の
開
発

琵
琶
湖
総
合
開
発
特
別
措
置
法
が
施
行

国
鉄
湖
西
線
開
通
、
近
江
大
橋
の
開
通

琵
琶
湖
に
赤
潮
が
発
生

●
浜
大
津
に
市
立
図
書
館
が
開
館

び
わ
こ
国
体
の
開
催

学
習
船
「
う
み
の
こ
」
本
格
航
海
を
開
始
、
世

界
湖
沼
環
境
会
議
が
開
催
、
中
華
人
民
共
和
国

牡
丹
江
市
と
友
好
都
市
提
携

湖
西
道
路
の
一
部
開
通

●
大
津
市
歴
史
博
物
館
が
開
館

延
暦
寺
が
世
界
文
化
遺
産
「
古
都
京
都
の
文
化
財

（
京
都
市
・
宇
治
市
・
大
津
市
）」
と
し
て
登
録

琵
琶
湖
総
合
開
発
事
業
が
完
了

大
津
市
制
一
〇
〇
周
年

●
明
日
都
浜
大
津
オ
ー
プ
ン

大
津
市
が
古
都
指
定

大
津
市
と
志
賀
町
が
合
併

大
津
市
が
中
核
市
へ
移
行

●
大
津
祭
が
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

●
「
び
わ
湖
疏
水
」
本
格
通
船
は
じ
ま
る

大
津
市
制
一
二
〇
周
年

●
三
井
寺
の
国
宝
「
智
証
大
師
円
珍
関
係
文
書

典
籍
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
「
世
界
の
記
憶
」
に
登
録

滋
賀
県
で
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

●
大
津
祭
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
遺
産
に
登
録

大正時代

琵琶湖疏水大津運河および第１隧道

琵琶湖疏水は、琵琶湖の水を滋賀から京都に流す長大な運
う ん

河
が

です。1885 
（明治18）年に起

き

工
こ う

され、1890（明治23）年に完成しました。大津市側の第１
隧
ず い

道
ど う

（トンネル）は長さが2,436m あり、建設当時国内最長規模を誇
ほ こ

りました。
水を運ぶだけでなく、船による運送や水力発電なども行われ、明治期の衰

す い

退
た い

した京都の再興を支えました。隧道の出入口には、伊
い

藤
と う

博
ひ ろ

文
ふ み

や山
や ま

縣
が た

有
あ り

朋
と も

など
が書いた額が掲げられています。2025（令和７）年に大津市では第１隧道が
国宝に、大津運河などが重要文化財に指定されました。

琵
び

琶
わ

湖
こ

疏
そ

水
す い

明治時代～７７
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 三井寺町

昭和40年代におの浜の埋め立てのようす
（大津市歴史博物館蔵）

江戸時代の浜大津周辺の湖岸は、琵琶湖を船で運ばれた荷物を積み下ろす
ための堀がいくつもありました。こうした船入堀や湖岸は、明治時代以降に
次々と埋め立てられましたが、大規模な埋め立てが行われたのは昭和時代の
ことです。昭和20年代後半から昭和40年代にかけて、打出浜・におの浜な
どが埋め立てられ、市街地が拡大しました。浜大津から晴嵐まで続くなぎさ
公園は、1990（平成２）年から10年をかけて埋め立てられた湖岸の公園です。

湖
こ

岸
が ん

の埋
う

め立
た

て 昭和時代

「此附近露国皇太子遭難之地」碑

1891（明治24）年５月11日、大津を訪れたロシア皇
こ う

太
た い

子
し

ニコライが、警
備中の巡

じゅん

査
さ

津
つ

田
だ

三
さ ん

蔵
ぞ う

に切りつけられました。「大津事件」と呼ばれます。
ロシア側の報

ほ う

復
ふ く

におびえた日本政府は、大
だ い

逆
ぎゃく

罪
ざ い

（皇
こ う

室
し つ

に対する罪）による死
刑を求めました。一方、大

た い

審
し ん

院
い ん

（現在の最高裁判所）長の児
こ

島
じ ま

惟
こ れ

謙
た か

は、大逆
罪は外国皇太子には適用されないと主張し、対立しました。結果的に、津田
三蔵は死刑ではなく、無期徒

と

刑
け い

の判決が下されました。この事件は、その後
司
し

法
ほ う

権
け ん

の独立について議論されるきっかけとなりました。事件現場の近くに
は、大津事件を今に伝える碑

ひ

が残されています。

大
お お

津
つ

事
じ

件
け ん

明治時代
1111

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 京町二丁目

蛇まつりのようす

尾花川では、年が明けるとワラで巨大な蛇を２体つくります。そして１月
14日ごろに、二組に分かれた子どもたちがそれぞれ１体ずつ蛇を担ぎ、「蛇
の顔

か お

見
み

世
せ

です」といって町内の家々をまわります。この時、各家から古いお
ふだやしめ縄などを受け取ります。行事が終わると、蛇は近くの田でおふだ
やしめ縄などと一緒に燃やされます。この行事には、五

ご

穀
こ く

豊
ほ う

穣
じょう

を祈る意味が
こめられています。この頃には、長等神社などでも、蛇にまつわる行事が行
われます。

尾
お

花
ば な

川
が わ

の蛇
じ ゃ

まつり

1880（明治13）年の大津－京都間の鉄道開通にあわせて建設された、全長
約664メートルのトンネルです。国内で初めて外国人技術者の手を借りずに
完成させました。1921（大正10）年に、現在の路線（JR 琵琶湖線）に変更さ
れるまで利用されました。トンネルの西口は、名神高速道路の建設によって
埋められましたが、東口が現在も残っています。逢坂小学校前の国道１号は
当時の線路跡ですが、周辺には線路の建設時につくられた橋

きょう

台
だ い

やトンネルが
いくつか残っています。

旧
き ゅ う

逢
お う

坂
さ か

山
や ま

トンネル 明治時代～
2424

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 逢坂一丁目

平野神社には、蹴鞠の神である精
せ い

大
だ い

明
みょう

神
じ ん

がまつられています。そのため、
平野神社では８月９日に蹴鞠保存会の方々によって、蹴鞠が行われています。
本殿前の「鞠の庭」とよばれるコートの中で、「鞠

ま り

足
あ し

」とよばれる競技者が輪
になり、30分ほどにわたって鞠を蹴って受け渡し合います。神の前で蹴鞠
を披

ひ

露
ろ う

することで、神を喜ばせます。平安時代には貴族を中心に流行し、そ
の後武家にも好まれるようになった蹴鞠のわざを現在でも目にすることがで
きます。

蹴
け

鞠
ま り

祭
ま つ り

旧逢坂山トンネル（旧逢坂山隧道東口） 平野神社での蹴鞠

地域の
歴史

尾花川

松本一丁目

昭和時代 平成時代 令和時代

33
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号

1515
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号

13 14



凡例
・�本書は地域学習のため、各学区の歴史や歴史文化遺産について説明
したものです。
・�年表は日本のできごと、大津市のできごとを示し、本書に関わること
については印をつけています。
・�執筆は大津市市民部文化財保護課および大津市歴史博物館職員が分
担し、編集は文化財保護課にて行いました。
・�本書の作成にあたり、各文化財所有者の方々にご協力いただきました。
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